
 6/1
June

2017

Iwakuni  City
Public  Information Ｎo.270

広
報



02　錦帯橋のう飼

04　ちょっと気になる
　　子供の「ことば」と「きこえ」

06　ごみ収集カレンダーに
　　広告を掲載してみませんか

07　６月は環境月間です

08　市政 PICK－UP

10　すまいる

11　まちの話題

14　健康教室・食推さんの食
　　べてみんさいおいしいけぇ

15　くらしの情報

23　おでかけ情報

26　みんなの写真館・
　　市長夢日記

目次

表紙の説明

　５月上旬の大型連休を迎え、

市内各地の行楽地は多くの人で

にぎわいを見せました。

　大型遊具や広い芝生広場が人

気の玖珂総合公園には、小さな

子供を連れた家族の姿が数多く

見られ、思い思いの遊び方で初

夏の休日を楽しんでいました。

どんぐりみたいで

かわいい？

（玖珂総合公園）
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錦帯橋のう飼
岩国の夏の風物詩

う飼遊覧

【期　　間】　６月１日㈭～９月10日㈰
【乗船時間】　19時～21時

【乗船料金】　大人（中学生以上）＝2千円

　　　　　　小人（小学生）＝千円

　　　　　　※飲食代は別途必要

　　（一社）岩国市観光協会鵜飼事務所

☎28－2877

申問

鮎漁の解禁日に合わせて、6 月 1 日から岩国の夏の風

物詩「錦帯橋のう飼」が始まります。

涼やかな川面に浮かぶ遊覧船に乗り、岩国の郷土料理

を味わいながら、鵜飼観賞をお楽しみいただけます。
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吉香 鵜の里

【開　館　時　間】　 9 時～17時
【休　館　日】　なし
【入　館　料】　無料
【その他設備】　授乳室、多目的トイレ

〒 741－0081

岩国市横山二丁目６ｰ 55

　観光振興課☎29－5116

吉
き っ こ う

香 鵜
う

の里
さ と

3 月、吉香公園内にオープンした「吉香 鵜の里」。錦帯橋のう飼で活躍する鵜を健康的に

飼育できる施設として整備され、鵜の飼育状況を間近で見ることができます。

浴衣で鵜飼を楽しむ 特別な夏の夜

【開　催　日】　６月11日㈰・25日㈰、７月９日㈰・20日㈭、８月９日㈬
【乗船時間】　19時～21時（受付開始＝18時45分）

申　（一社）岩国市観光協会鵜飼事務所☎28－2877

浴衣で参加すると特別料金で

利用できます。

ゆかたで乗船プラン

乗船料＋弁当代＋お茶代

参加費　3 千円

ゆかたレンタルパック

岩国市観光交流所「本家 松が

ね」で浴衣を選べます。

レンタル浴衣（着付け込み）
＋乗船料＋弁当代＋お茶代

参加費　5 千円

問

日中スペース（飼育棟） 展示スペース（管理棟）

日当たり、風通しのよいスペースで、鵜の餌やり

や訓練の様子がうかがえます。プールの側面も透

明なので水中を泳ぐ鵜の姿を見ることができます。

鵜飼に関するパネルや映像により、鵜飼文化を

紹介するスペースです。観光客の休憩もでき、

Iwakuni Free Wi-Fi が使用できます。

問
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家
で
は
困
っ
て
い
な
い
の
に
、
通
園
先

な
ど
か
ら
検
査
を
勧
め
ら
れ
る
と
「
ど
う

し
て
う
ち
の
子
が
？
」
と
、
不
安
に
な
る

お
母
さ
ん
も
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
し
か
し
そ
の
ま
ま
小
学
校
に
入
る
と
、

子
供
自
身
が
先
生
や
友
達
と
上
手
く
い
か

ず
に
困
っ
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

　

検
査
は
「
で
き
な
い
こ
と
を
探
す
」
の

で
は
な
く
「
何
を
し
て
あ
げ
た
ら
お
子
さ

ん
の
成
長
に
と
っ
て
良
い
の
か
を
見
つ
け

て
あ
げ
る
こ
と
」
だ
と
思
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

言
葉
を
知
ら
な
い
の
で
は
な
く
、
伝
え

方
が
分
か
ら
な
い
だ
け
と
い
う
ケ
ー
ス
も

あ
り
ま
す
。
自
転
車
や
鉄
棒
が
最
初
か
ら

で
き
る
子
と
、
練
習
し
な
い
と
で
き
な
い

子
が
い
る
よ
う
に
「
こ
と
ば
」
が
苦
手
な

子
も
い
る
の
で
す
。

ち
ょ
っ
と
気
に
な
る

子
供
の 

こ
と
ば 

と 

き
こ
え

　

２
～
３
歳
か
ら
気
に
な
り
始
め
る
、子
供
の
「
こ
と
ば
」
と
「
き

こ
え
」。
会
話
に
困
っ
た
と
き
、
他
の
人
か
ら
困
っ
て
い
る
と
言

わ
れ
た
と
き
、
ど
う
す
れ
ば
良
い
の
で
し
ょ
う
か
。
相
談
員
の
木

村
さ
ん
に
聞
き
ま
し
た
。

木村　和子

く
だ
さ
い
。

　

お
子
さ
ん
に
は
、
友
達
と
仲
良
く
遊
び
、

楽
し
く
学
校
に
通
っ
て
ほ
し
い
で
す
よ
ね
。

な
か
な
か
思
う
よ
う
に
い
か
な
い
と
き
に

「
ど
う
し
て
？
」
の
理
由
が
分
か
っ
て
不

安
が
和
ら
げ
ば
、
お
母
さ
ん
の
安
心
し
た

気
持
ち
は
お
子
さ
ん
に
も
伝
わ
っ
て
、
本

人
の
自
信
に
つ
な
が
り
ま
す
よ
。

　

「
こ
と
ば
」
や
「
き
こ
え
」
の
不
安
は

一
人
で
抱
え
込
ま
ず
、
相
談
す
る
こ
と
が

大
切
で
す
。
通
園
先
な
ど
、
自
分
の
身
近

な
と
こ
ろ
か
ら
相
談
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

伝
え
方
が
正
し
く
な
く
て
も
、
言
い
た

い
こ
と
が
伝
わ
っ
た
と
き
は「
す
ご
い
ね
」

「
え
ら
い
ね
」
と
褒
め
ま
し
ょ
う
。
褒
め

ら
れ
る
こ
と
で
子
供
は
で
き
た
と
実
感
で

き
、
自
信
を
持
っ
て
次
の
段
階
に
進
む
こ

と
が
で
き
ま
す
。
ま
ず
は
伝
え
る
楽
し
さ

を
教
え
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
子
供
は
テ
レ
ビ
で
言
葉
を
聞
く
よ

り
も
、
人
の
口
の
動
き
を
見
て
発
音
を
聞

く
方
が
言
葉
を
覚
え
や
す
く
な
り
ま
す
。

お
子
さ
ん
が
魚
を
見
て
「
お
し
ゃ
か
な
」

と
発
音
し
た
場
合
、
気
に
な
っ
て
も
否
定

せ
ず
「
そ
う
だ
ね
『
お
さ
か
な
』
だ
ね
」

と
さ
り
げ
な
く
正
し
い
発
音
を
聞
か
せ
て

「
ど
う
し
て
？
」
の
不
安

ま
ず
は
伝
え
る
楽
し
さ
を

悩
ん
で
い
る
ご
家
族
へ

ことば・きこえの教室（幼児部）

相談員

大人の伝え方も大切です

□ 会話がかみ合わない

□ 発音が気になる

□ 詰まる・どもる

□ 言葉が出ない

□ 反応がない

や
っ
ぱ
り

上
手
だ
ね
！

さ
す
が

だ
ね
！

さ
っ
き
「
上
手
」

っ
て
言
っ
た
か
ら

な
ぁ
…

ここでは

歩こうね
走っちゃダメ！

お片付けしてって言ってるのに
何でやらないの？誰かが転んで
怪我するかもしれないでしょ。
だからダメなのよ

だからダメなのよ

お片付け

しようね

同じ言葉でも良いので何回
でも褒めましょう

何をしたら良いかを伝えま
しょう

理由は聞かれてから。一番
伝えたいことだけ言います

次はどうやって褒めるか悩
むときは

言った直後は止まりますが、
また走ります

話が長いと、一番最後の部
分しか頭に残りません

広報いわくに



ことば・きこえの教室(幼児部)

　指導中お母さんが後

ろで見守ることで、子

供も安心して作業に取

り組め、お母さんにも

新しい発見があります

利用するには予約が必要です。教室が遠い人は、自宅の近く

で相談に乗ることもできます。

●無料で利用できる

ので、経済的負担が

なく助かっている

●口や舌の動きの指

導が丁寧で、自分も

家で子供に教えるこ

とができる

●手作りの教材が多

く、子供が楽しそう

に学んでいる

[ 住　　所 ]　岩国市山手町一丁目７－ 41 

　　　　　　 麻里布小学校 第２校舎１階

[ 対　　象 ]　未就学児(おおむね３～６歳)

[ 利用回数 ]　１～２回 / 月　　無料

[ 開 所 日 ]　月～金曜　8：15 ～ 15：30

▲本物も、おもちゃも、絵も「ミカン」と理解する学習。実際に
見たり触ったりすることで、言葉の意味を理解していきます

　学習後にある遊びの
時間は、頑張ったごほ
うび。遊びの中で気付
くこともたくさんあり
ます

※指導の内容はお子さんによって変わります

☎２１－７２２２

　就学前の子供を対象に、個人に合わせた言語指導などを行

います。電話相談も受け付けています。必要に応じて関係機

関を紹介し、お母さんが前向きになれるお手伝いをします。

　子供が幼稚園に入った時点で「ママ」しか言えず、

言葉で伝えられない時は他の子に手が出てしまい、

園からこの教室を勧められました。

　最初は周りの子より言葉が少し遅いだけだと思っ

ていたので、教室に通うのに抵抗がありましたが、

ある子育ての講演会で「１番かわいそうなのは子供

です」という話を聞き、このまま成長して困るのは

子供自身だと気付きました。

　教室に通う度にできることが増え、子供の生活面

の困りごとも気軽に聞いてもらえるので、今ではも

っと早く教室に通えば良かったと思います。

京
きょうたに

谷　佳
よ し み

美 さん

京
きょうたに

谷　一
い っ さ

冴 くん

昨年の夏からこの教室に通い

始め、教室に行く日を毎回楽

しみにしているそうです

来てみませんか？

▲
▲

お 母 さ ん の 声

指 導 の 内 容

麻里布小学校の

中にあります
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岩国市ごみ収集カレンダー 2018年版

広告を掲載してみませんか
「ごみ収集カレンダー 2018年版」に掲載する広告を募集します。

企業の紹介や自慢の商品のＰＲなどに活用してみてはどうでしょうか。

掲載する広告には要件がありますので、詳しくは問い合わせてください。

　　環境事業所☎㉛7710

◆
広
告
枠
の
数

75
枠
（
15
枠
×
５
地
域
）

○
15
枠
の
内
訳
＝
２
０
１
８
年
１
月
～
２
０

１
９
年
３
月
ま
で
毎
月
１
枠
ず
つ

○
５
地
域
の
内
訳
＝
①
岩
国
、
②
由
宇
、
③

玖
珂
、
④
周
東
、
⑤
錦
・
美
川
・
美
和
・
本

郷※
掲
載
月
の
指
定
は
で
き
ま
せ
ん

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
選
定
委
員
会
に
て

抽
選
し
ま
す

◆
ご
み
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
の
発
行
部
数

①
岩
国　

約
７
万
５
千
部

②
由
宇　

約
５
５
０
０
部

③
玖
珂　

約
５
５
０
０
部

④
周
東　

約
８
５
０
０
部

⑤
錦
・
美
川
・
美
和
・
本
郷　

約
８
千
部

◆
掲
載
料
金　

　

①
～
⑤
い
ず
れ
も
１
枠
に
つ
き
年
間
２
万

円◆
配
布
方
法　

　

自
治
会
や
市
の
窓
口
で
配
布
し
ま
す
。
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
ま
す
。

◆
募
集
期
間　

　

６
月
１
日
㈭
～
15
日
㈭

○○のご用命は
　　　　　△△株式会社

あしたは焼きたてのパンで
朝食にしませんか？
　　　　　　　　　　◇◇◇のパン屋

★赤で囲まれた部分が広告枠　

申

見　本

大きさは、縦３㎝×横13.5㎝です

問
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６
月
は
環
境
月
間
で
す

　

６
月
は
環
境
月
間
、
６
月
５
日
は
環
境
の
日
で
す
。

　

環
境
月
間
を
機
会
に
、
環
境
を
守
る
た
め
に
、
私
た
ち
一
人
一
人

が
で
き
る
こ
と
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

環
境
保
全
課
☎
㉙
５
１
０
０

　

 

世
界
全
体
で

　
　

温
暖
化
防
止
に
取
り
組
む

　

昨
年
11
月
、
パ
リ
協
定
が
発
効
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
世
界
中
の
多
く
の
国
が
参
加
す

る
、
世
界
規
模
で
の
地
球
温
暖
化
防
止
の
た

め
の
取
り
組
み
で
す
。

　

世
界
各
国
で
、
二
酸
化
炭
素
な
ど
の
温
室

効
果
ガ
ス
を
削
減
す
る
取
り
組
み
が
進
め
ら

れ
る
中
、
日
本
で
は
２
０
３
０
年
度
の
温
室

効
果
ガ
ス
の
排
出
量
を
２
０
１
３
年
度
比
で

26
％
削
減
す
る
目
標
を
立
て
て
い
ま
す
。

　

 

私
た
ち
一
人
一
人
に

　
　
　
　
　
　
　

で
き
る
こ
と

　

目
標
達
成
の
た
め
に
は
、
国
や
地
方
公
共

団
体
、
企
業
の
努
力
は
も
ち
ろ
ん
、
何
よ
り

私
た
ち
一
人
一
人
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
で
き
る

こ
と
を
し
っ
か
り
と
行
っ
て
い
く
こ
と
が
大

切
で
す
。

　

で
は
私
た
ち
一
人
一
人
に
で
き
る
こ
と
と

は
何
で
し
ょ
う
か
。

　

日
本
全
体
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
の
う
ち
、
家

庭
か
ら
の
排
出
量
は
全
体
の
約
15
％
で
１
億

７
９
０
０
万
ト
ン
で
し
た
。
上
位
を
占
め
る

の
は
、
照
明
・
電
気
製
品
、
自
動
車
、
暖
房

な
ど
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
次
の
よ
う
な
選
択

が
、
温
室
効
果
ガ
ス
を
減
少
さ
せ
る
の
に
有

効
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

 

賢
い
選
択

 　
　
　

  

「C
O

O
L
 C

H
O

IC
E

」

●
照
明
や
エ
ア
コ
ン
、
冷
蔵
庫
な
ど
の
電
気

製
品
を
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
、
省
エ
ネ
タ
イ
プ
の
も
の

に
買
い
替
え
る

●
自
動
車
で
は
な
く
、
公
共
交
通
機
関
や
自

転
車
な
ど
を
利
用
す
る

●
ク
ー
ル
ビ
ズ
や
ウ
オ
ー
ム
ビ
ズ
を
積
極
的

に
導
入
す
る

　

こ
の
よ
う
な
地
球
温
暖
化
防
止
に
役
立
つ

賢
い
選
択
を
、
積
極
的
に
行
っ
て
い
こ
う
と

い
う
取
り
組
み
がC

O
O

L
 C

H
O

IC
E

（
ク
ー

ル
チ
ョ
イ
ス
）
で
す
。

　

あ
な
た
の
小
さ
な
選
択
が
、
地
球
温
暖
化

防
止
の
た
め
の
大
き
な
力
に
な
り
ま
す
。

 

場所　岩国市内（依頼者側が用意）

人数　５人以上のグループ、団体

内容　パワーポイントを使用して、地球温暖化の現状や岩国市へ

　　　の影響などを紹介し、家庭における温暖化診断などを通し

　　　て、身近な地球温暖化防止対策について考えてもらう

講師　山口県地球温暖化防止活動推進員

料金　無料

　　　環境保全課☎㉙5100申問

家庭からのCO2排出量の内訳

照明・
電気製品
34.8%

自動車
24.9%

暖房
12.3%

給湯
13.8%

その他
キッチン
ごみなど
　14.2%

出典）温室効果ガスインベントリオフィス
　　　JCCCAウェブサイトから

地球温暖化防止のための

　出前講座を受けてみませんか？

　

絵
や
写
真
、
大
き
な
字
な
ど

を
使
用
し
、
子
供
か
ら
年
配
の

方
ま
で
、
誰
に
で
も
分
か
る
よ

う
な
説
明
を
す
る
よ
う
に
心
掛

け
て
い
ま
す
。

　

学
校
や
自
治
会
、
企
業
な
ど

市
内
で
あ
れ
ば
ど
こ
へ
で
も
お

伺
い
し
ま
す
。

　

私
た
ち
と
一
緒
に
ス
ト
ッ
プ

温
暖
化
す
る
方
法
に
つ
い
て
学

び
ま
し
ょ
う
。
お
気
軽
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

地球温暖化防止活動推進員温暖温暖暖暖暖暖温暖温暖暖暖温温暖温温温暖暖暖温温温暖暖暖暖化防化化防化防化防化防化化防化防化防防止活止活止活止止活止活止活活止活止活活活動推動推動動推動動動推動推動推推動

藤森勝彦さん

問

2015年度
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第40回記念 錦帯橋まつり

五
橋
彩
る　

春
の
祭
典

　

４
月
29
日
、
錦
帯
橋
ま
つ
り
が
開

催
さ
れ
、
県
内
外
か
ら
約
４
万
２
千

人
が
錦
帯
橋
周
辺
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

吉
香
公
園
な
ど
の
会
場
で
は
、
お

茶
会
や
吹
奏
楽
の
演
奏
、
空
手
道
演

武
、
岩
国
太
鼓
、
城
下
町
掘
り
出
し

市
な
ど
多
彩
な
催
し
が
行
わ
れ
、
に

ぎ
わ
い
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。
ほ
か

に
も
公
園
内
に
錦
帯
橋
の
模
型
が
展

示
さ
れ
、
親
子
連
れ
が
実
際
に
触
っ

て
橋
の
仕
組
み
を
学
ん
で
い
ま
し
た
。

　

ま
た
江
戸
時
代
の
装
束
を
ま
と
っ

た
約
２
７
０
人
が
時
代
着
物
行
列
、

小こ

ぬ

か糠
踊
り
、
奴
道
中
、
大
名
行
列
の

順
に
錦
帯
橋
の
上
を
練
り
歩
く
と
、

沿
道
に
集
ま
っ
た
観
客
は
盛
ん
に
シ

ャ
ッ
タ
ー
を
切
る
な
ど
、
橋
上
の
時

代
絵
巻
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
晴
天
の
中
、
強
風
が
時

折
吹
き
ま
し
た
が
、
橋
上
の
出
演
者

た
ち
は
動
じ
ず
に
真
っ
す
ぐ
前
を
見

て
演
じ
て
い
ま
し
た
。

　

錦
帯
橋
下
河
原
で
は
、
岩
国
藩
鉄

砲
隊
保
存
会
、
松
江
城
鉄
砲
隊
に
よ

る
鉄
砲
隊
演
武
が
披
露
さ
れ
、
会
場

の
人
た
ち
は
火
縄
銃
の
音
や
白
煙
の

迫
力
に
盛
り
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

問
観
光
振
興
課
☎
㉙
５
１
１
６

市政
ＰＩＣＫ－ＵＰ

広報いわくに
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夏
の
室
内　

快
適
に

緑のカーテン設置

　

４
月
24
日
、
市
役
所
西
側
で
「
緑

の
カ
ー
テ
ン
」
の
設
置
が
行
わ
れ
、

福
田
良
彦
市
長
と
岩
国
市
地
球
温
暖

化
対
策
地
域
協
議
会
の
藤
野
完
二
会

長
や
市
職
員
が
、
ゴ
ー
ヤ
ー
・
キ
ュ

ウ
リ
・
ヒ
ョ
ウ
タ
ン
・
パ
ッ
シ
ョ
ン

フ
ル
ー
ツ
の
苗
を
植
え
付
け
ま
し
た
。

　

緑
の
カ
ー
テ
ン
は
、
つ
る
性
の
植

物
を
ネ
ッ
ト
な
ど
に
這
わ
せ
て
、
窓

や
壁
面
を
覆
う
こ
と
で
日
光
を
遮
り
、

室
温
の
上
昇
を
抑
え
ま
す
。
ま
た
葉

か
ら
蒸
散
す
る
こ
と
で
、
周
囲
の
温

度
の
上
昇
を
抑
え
る
た
め
、
す
だ
れ

や
高
性
能
の
遮
蔽
ガ
ラ
ス
に
比
べ
、

日
射
の
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
カ
ッ
ト
す

る
効
果
が
あ
り
ま
す
。

　

福
田
市
長
は
「
学
校
や
保
育
園
が

緑
の
カ
ー
テ
ン
の
設
置
に
対
し
て
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
今
後
は

民
間
の
団
体
と
協
力
し
て
、
こ
の
活

動
を
さ
ら
に
広
め
て
い
き
た
い
」
と

述
べ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
に
ア
サ
ガ
オ
や
フ
ウ
セ

ン
カ
ズ
ラ
、
ジ
ネ
ン
ジ
ョ
な
ど
の
苗

が
植
え
付
け
ら
れ
、
市
役
所
で
の
植

え
付
け
作
業
は
今
回
で
10
回
目
と
な

り
ま
す
。　

問
環
境
保
全
課
☎
㉙
５
１
０
０

　

４
月
22
日
、
中
央
公
民
館
で
歴
史

研
究
家
の
森
重
昭
氏
を
講
師
に
迎
え

「
被
爆
死
し
た
米
兵
を
通
じ
て
平
和

を
考
え
る
」
を
演
題
に
、
ユ
ネ
ス
コ

平
和
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

終
戦
前
に
柳
井
市
で
捕
虜
に
な
っ

た
米
兵
が
、
広
島
に
移
送
さ
れ
て
被

爆
し
た
こ
と
を
知
っ
た
森
氏
は
、
自

身
も
被
爆
者
で
あ
り
な
が
ら
「
日
本

人
も
米
兵
も
関
係
な
い
、
人
間
同
士

の
話
だ
」
と
、
遺
族
を
探
す
決
意
を

し
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
40
年
に
わ
た

り
、
広
島
で
原
爆
の
犠
牲
に
な
っ
た

12
人
の
米
兵
を
調
査
し
、
全
員
の
遺

族
に
米
兵
の
最
期
を
伝
え
ま
し
た
。

　

昨
年
５
月
、
オ
バ
マ
前
大
統
領
と

平
和
記
念
公
園
で
対
面
し
た
こ
と
に

つ
い
て
「
自
国
民
の
犠
牲
を
認
め
る

国
が
少
な
い
中
、
演
説
で
被
爆
米
兵

に
つ
い
て
触
れ
ら
れ
涙
が
出
た
。
大

統
領
に
肩
を
抱
き
寄
せ
ら
れ
、
心
が

通
じ
合
っ
た
と
感
じ
た
」
と
話
し
、

最
後
に
「
簡
単
に
は
い
か
な
く
て
も
、

核
保
有
国
は
原
爆
を
破
棄
す
る
こ
と

が
で
き
る
」
と
力
強
く
訴
え
ま
し
た
。

問
生
涯
学
習
課
☎
㉙
５
２
１
０

平
和
の
た
め
に
原
爆
破
棄
を

ユネスコ平和講演会

2017.6.1

▲会場に設置されたパネルには、柳井市伊陸で墜落し

　た米軍機の写真などが展示された

▲「当時『戦闘中行方不明』しか知らされなかった米

　兵遺族に、本当のことを伝えたかった」と話す森氏

▲パッションフルーツの苗の植え付け作業を行う福田

　市長（中央）

▲植物観賞だけでなく、野菜や果物を植えれば収穫の

　楽しみも生まれる
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す
ま

い
る

Smile

Vol.98

星　光一さん

（麻里布町在住）

　㈱ＡＮＡ総合研究所

から岩国観光プロモー

ション戦略協議会に派

遣され、観光戦略マネ

ージャーを務める。

　埼玉県に妻を残し単

身赴任中。

▼沖縄のラジオ番組で紹介してもらうため
　に岩国の魅力を案内して回る星さん（左）

10

み
ん
な
の
喜
ぶ
顔
が

　
　
　
　

が
ん
ば
る
原
動
力

　

年
間
約
３
０
０
万
人
の
観
光
客
が
訪
れ
る

観
光
の
ま
ち
岩
国
市
。
さ
ら
な
る
観
光
振
興

を
目
指
し
て
発
足
し
た
岩
国
観
光
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
戦
略
協
議
会
の
司
令
塔
と
し
て
、
ま

ち
の
魅
力
づ
く
り
、
情
報
発
信
に
奮
闘
し
て

い
る
の
は
星
光
一
さ
ん
で
す
。

　

星
さ
ん
は
東
京
生
ま
れ
の
東
京
育
ち
。
人

と
話
を
す
る
の
が
大
好
き
で
、
誰
と
で
も
す

ぐ
仲
良
く
な
る
よ
う
な
少
年
で
し
た
。
お
世

話
を
し
た
人
の
喜
ぶ
顔
を
見
る
の
が
大
好
き

だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
そ
ん
な
仕
事
に
就
き
た

い
と
旅
行
会
社
に
就
職
し
ま
す
。
営
業
に
行

く
、
企
画
す
る
、
添
乗
す
る
、
精
算
す
る
と

い
う
全
て
の
流
れ
に
関
わ
る
こ
と
が
で
き
、

お
客
さ
ん
の
反
応
が
間
近
で
分
か
る
点
が
魅

力
的
だ
っ
た
と
い
う
星
さ
ん
。
年
間
１
５
０

日
添
乗
を
務
め
た
こ
と
も
あ
る
そ
う
で
す
。

　

平
成
27
年
秋
、
新
設
さ
れ
る
岩
国
観
光
プ

　

「
岩
国
市
に
は
錦
帯
橋
以
外
に
も
魅
力
的

な
素
材
が
た
く
さ
ん
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま

し
た
」
と
話
す
星
さ
ん
。
た
だ
こ
の
よ
う
に

も
付
け
加
え
ま
す
。「
そ
の
魅
力
に
、
市
民

の
皆
さ
ん
が
気
付
い
て
い
な
い
こ
と
が
多
い

よ
う
に
感
じ
ま
す
。
市
内
外
を
問
わ
ず
多
く

の
人
に
岩
国
の
フ
ァ
ン
に
な
っ
て
も
ら
え
る

よ
う
な
Ｐ
Ｒ
方
法
を
心
掛
け
て
お
り
、
皆
さ

ん
に
も
ど
ん
ど
ん
お
国
自
慢
を
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

　

就
任
し
て
１
年
半
が
経
過
し
、
さ
ら
に
効

果
的
な
情
報
発
信
の
方
法
を
模
索
し
続
け
る

星
さ
ん
は
、
岩
国
へ
の
思
い
を
こ
の
よ
う
に

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。「
多
く
の
土
地
に
赴

任
し
て
き
ま
し
た
が
、
岩
国
は
観
光
地
と
し

て
魅
力
的
な
の
は
も
ち
ろ
ん
、
人
も
優
し
く

人
情
味
が
あ
る
い
い
町
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

そ
の
魅
力
を
多
く
の
人
に
届
け
岩
国
フ
ァ
ン

を
増
や
し
た
い
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に

岩
国
を
盛
り
上
げ
て
行
き
た
い
、
そ
ん
な
思

い
で
頑
張
っ
て
い
ま
す
」　

▲市内全域のさまざまな魅力を美し
　い写真とともに多言語で紹介

▲岩国地区臥竜橋通りの岩国観光プ
　ロモーション戦略協議会事務所

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
協
議
会
に

派
遣
さ
れ
る
こ
と
が
決
ま
っ
た

星
さ
ん
は
、
ま
ず
多
く
の
人
に

会
っ
て
話
を
聞
こ
う
と
決
め
ま

し
た
。「
何
よ
り
大
事
な
の
は

人
を
知
る
こ
と
。
実
際
に
現
地

を
訪
れ
て
、
イ
ベ
ン
ト
に
携
わ

る
人
や
地
域
の
人
の
話
を
聞
く

こ
と
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
」

就
任
以
来
、
星
さ
ん
は
市
内
１

５
０
カ
所
以
上
を
見
て
回
り
、

多
く
の
人
に
話
を
聞
き
ま
し
た
。



岩国航空基地

フレンドシップデー2017

航空ショー

　

５
月
５
日
、
米
海
兵
隊
と
海
上
自
衛

隊
の
共
催
イ
ベ
ン
ト
と
な
る
「
フ
レ
ン

ド
シ
ッ
プ
デ
ー
」
が
岩
国
航
空
基
地
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
好
天
に
も
恵
ま
れ

全
国
か
ら
家
族
連
れ
や
航
空
フ
ァ
ン
な

ど
約
21
万
人
が
訪
れ
ま
し
た
。　

　

会
場
で
は
多
く
の
米
軍
機
や
自
衛
隊

機
が
展
示
さ
れ
た
ほ
か
、
今
年
で
退
役

す
る
Ｕ
Ｓ
―

１
救
難
飛
行
艇
を
は
じ
め
、

Ｍ
Ｖ
22
Ｂ
オ
ス
プ
レ
イ
や
垂
直
離
着
陸

機
Ａ
Ｖ
８
Ｂ
ハ
リ
ア
ー
な
ど
に
よ
る
展

示
飛
行
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

巨
大
遊
具
コ
ー
ナ
ー
や
フ
ー
ド
コ
ー

ナ
ー
、
米
海
兵
隊
員
と
記
念
撮
影
が
で

き
る
コ
ー
ナ
ー
に
は
長
い
列
が
で
き
、

多
く
の
人
々
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

航
空
シ
ョ
ー
の
最
後
に
は
、
昨
年
熊

本
地
震
の
影
響
で
参
加
を
見
送
っ
た
ブ

ル
ー
イ
ン
パ
ル
ス
に
よ
る
ア
ク
ロ
バ
ッ

ト
飛
行
が
披
露
さ
れ
、
来
場
者
は
盛
ん

に
拍
手
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

11 2017.6.1



12広報いわくに

アユ、大きくなって帰ってきてね

　４月12日、本郷町宇塚の成君

寺で、千手観音様開帳供養、十一

庄屋施餓鬼法要が行われました。

　この寺は五百年の歴史を有する、

仁王門もある古い寺で、境内には、

慶長検地に反対して起こした山城

一揆で死罪となった、山代各村の

庄屋の記念碑などもあります。朝

早くから地元の人たちが集まり年

に一度の供養・法要を行いました。

　4月12日、美和東・西小学校２年生の 22人が、生見川でア

ユの稚魚放流を行いました。児童たちはアユの稚魚が入ったバ

ケツを大事そうに抱えて水際に並び、体長 7 センチ前後のア

ユを放流しました。大きくなって帰って来てくれるのをみんな

楽しみにしているようでした。

成君寺でしめやかに

　４月２日、ゆう温泉で「ゆう温泉まつり」が開催されました。

桜の開花はまだでしたが、訪れた人々は、温泉に入ったり、歌

謡ショーや神楽のステージを鑑賞したり、フリーマーケットや

朝市で買い物と、さまざまなイベントを思い思いに楽しみ、春

の一日を満喫していました。

ゆう温泉まつりで春を満喫！

　４月10日、周東川越公民館で

シイタケの駒打ち体験が行われま

した。

　放課後児童クラブ「スマイル

キッズ」会員の周北小学校児童６

人が、クヌギの原木にドリルで穴

を開け、金づちでシイタケの種菌

を打ち込みました。児童たちは「早

くシイタケが食べたい！」と楽し

そうに話していました。

シイタケ育つかな？
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こいのぼり作ったよ！

ふれあい水車まつりで里山体験！

　4月23日、東谷さぬきパークで「ふれあい水車まつり」が開

催されました。参加者はタケノコ掘りにわらび採り、餅つきと、

里山を大いに楽しみました。子供たちも泥だらけ、粉だらけで

作業に取り組み、普段家では体験できないことに大はしゃぎで

した。里山から離れがたい、思い出に残る一日になりました。

　４月29日、寂地山で「第29回

錦町歩こう大会」が開催されまし

た。市内外からの参加者は、山口

県最高峰となる標高1337ｍの寂

地山を登るコースに挑み、全長約

12㎞の道のりを完歩しました。

　今年は残雪が多くカタクリの花

は開花が遅くなりましたが、満開

のピンクのかわいらしい花で参加

者の疲れを癒してくれました。

　４月22日、玖珂こどもの館で

「わくわく教室 こいのぼりを作ろ

う」が開催されました。参加した

68人の子供たちは、うろこに見

立てた自分の赤い手形を楽しそう

にこいのぼりに貼り付けていき、

今にも大空を泳ぎそうな大きなこ

いのぼりが完成しました。こいの

ぼりはこどもの館の入口に飾られ

ています。

　４月22日、横山のサンライフ岩国で「岩国のシロヘビ」こ

ども飼育員事業の開校式が行われ、市内の小学生12人が参加

しました。佐倉教育長から飼育日誌を受け取った児童は、シロ

ヘビについて事前学習を行った後、近くの岩国シロヘビの館に

移動し、実際に生きたシロヘビを前に目を輝かせていました。

シロヘビと触れ合いたい！

カタクリの花を
楽しみに



①小松菜はゆでて水にとり、水気を絞って３㎝の長

さに切る。

②フライパンにアーモンドを入れて、弱火にかけ、

きつね色になるまでからいりする。すり鉢ですり、

みそ、砂糖を加える。

③②に①を加えてあえる。

★ひとことポイント★

　小松菜はくせやあくがないので、おひたし、あえ

物、炒め物など調理のしやすい野菜です。

●
Ｐ
Ｍ
２
・
５
と
黄
砂

14広報いわくに

食
推
さ
ん
の

食
べ
て
み
ん
さ
い

お
い
し
い
け
ぇ
！

[135]

小松菜の
アーモンドみそあえ

　

最
近
、
大
気
汚
染
に
よ
る
健
康
へ
の
影
響

が
話
題
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
一
つ
と

し
て
Ｐ
Ｍ
２
・
５
や
黄
砂
が
注
目
さ
れ
て
い

ま
す
。
Ｐ
Ｍ
２
・
５
は
大
気
中
に
浮
遊
し
て

い
る
微
小
粒
子
物
質
で
、
直
径
が
２
・
５
㎛

（
マ
イ
ク
ロ
メ
ー
ト
ル
）
以
下
の
も
の
を
い

い
ま
す
。
２
・
５
㎛
が
一
体
ど
れ
く
ら
い
小

さ
い
か
と
い
う
と
、
ヒ
ト
の
髪
の
毛
の
断
面

が
お
よ
そ
70
㎛
、
ス
ギ
花
粉
が
お
よ
そ
30
㎛

の
大
き
さ
で
す
。
そ
の
成
分
は
化
学
物
質
、

炭
素
、
金
属
、
イ
オ
ン
な
ど
か
ら
成
り
、
中

国
な
ど
か
ら
飛
ん
で
く
る
も
の
ば
か
り
と
思

わ
れ
て
い
ま
す
が
、
た
ば
こ
の
煙
や
プ
リ
ン

タ
ー
の
ト
ナ
ー
、
ス
ト
ー
ブ
な
ど
家
庭
内
の

身
近
な
も
の
か
ら
も
出
て
い
ま
す
。

　

一
方
黄
砂
は
、
ア
ジ
ア
西
部
の
砂
漠
か
ら

偏
西
風
に
よ
り
舞
い
上
が
っ
た
砂
が
日
本
へ

飛
来
す
る
も
の
で
、
春
に
多
く
見
ら
れ
る
自

然
現
象
で
す
。
近
年
そ
の
発
生
地
が
拡
大
傾

向
に
あ
り
、
発
生
源
の
風
下
側
に
位
置
す
る

韓
国
や
日
本
で
、
年
々
発
現
日
数
が
増
加
し

て
い
ま
す
。
黄
砂
は
直
径
4
㎛
く
ら
い
で
鉱

物
の
シ
リ
カ
が
主
成
分
で
す
が
、
細
菌
や
真

菌
（
カ
ビ
）
な
ど
の
微
生
物
や
Ｐ
Ｍ
２
・
５

が
付
着
し
て
汚
染
さ
れ
た
砂
が
運
ば
れ
て
き

ま
す
。
こ
れ
ら
の
粒
子
は
非
常
に
小
さ
い
の

で
、
ヒ
ト
の
呼
吸
器
で
あ
る
鼻
か
ら
肺
に
ま

で
到
達
し
、
ア
レ
ル
ギ
ー
性
鼻
炎
や
喘
息
な

ど
を
悪
化
さ
せ
ま
す
。
皮
膚
や
目
に
も
影
響

が
及
び
ま
す
。
よ
く
「
Ｐ
Ｍ
２
・
５
に
ア
レ

ル
ギ
ー
が
あ
る
か
調
べ
て
ほ
し
い
」
と
受
診

す
る
人
が
い
ま
す
が
、
日
常
臨
床
に
お
け
る

検
査
手
法
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

Ｐ
Ｍ
２
・
５
や
黄
砂
は
ど
ち
ら
も
冬
か
ら

ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
花
粉
の
飛
散
す
る
春
ご
ろ
に

多
く
観
察
さ
れ
ま
す
。
飛
来
状
況
は
気
象
庁

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
も
確
認
で
き
ま
す

の
で
、
多
い
日
は
外
出
を
控
え
た
り
マ
ス
ク

を
着
用
し
た
り
し
て
、
で
き
る
だ
け
粒
子
を

吸
い
込
ま
な
い
よ
う
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。
帰

宅
時
に
は
う
が
い
を
す
る
も
お
勧
め
で
す
。

特
に
呼
吸
器
疾
患
や
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
の
あ

る
人
は
症
状
の
悪
化
予
防
が
大
切
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

【
岩
国
市
医
師
会
】

作り方

材料（４人分）

毛髪毛髪
（直（直径約70径約70㎛㎛））

PM2.5
（粒径2.5㎛以下）

SPM
（粒径10㎛以下）

海岸の細砂
（粒径約90㎛）

出典：米国EPA

・小松菜…200g

・スライスアーモンド…15g

・みそ…小さじ２

・砂糖…小さじ1/2

●エネルギー 39kcal/ 人　●食塩相当量 0.3g/ 人

レシピ提供：岩国市食生活改善推進協議会
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対
象　

○
前
年
所
得
が
少
な
い
人
（
前
年
所

得
に
よ
り
判
定
。
配
偶
者
・
世
帯
主
の
所
得

も
判
定
の
対
象
）　

○
失
業
し
た
人　

○
事

業
を
休
止
ま
た
は
廃
止
し
た
人

【
保
険
料
免
除
制
度
】

※
保
険
料
は
平
成
29
年
度
の
額

●
全
額
免
除　

保
険
料
の
全
額
が
免
除（
月

額
１
万
６
４
９
０
円
）

●
一
部
免
除（
一
部
納
付
）　

保
険
料
の
一
部

を
免
除
、
残
り
の
保
険
料
は
納
付

○
４
分
の
３
免
除
＝
保
険
料
の
４
分
の
１

（
月
額
４
１
２
０
円
）を
納
付　

○
半
額
免
除

＝
保
険
料
の
半
額（
月
額
８
２
５
０
円
）を
納

付　

○
４
分
の
１
免
除
＝
保
険
料
の
４
分
の

３（
月
額
１
万
２
３
７
０
円
）を
納
付

※
納
付
す
べ
き
一
部
の
保
険
料
を
納
付
し
な

い
場
合
、そ
の
期
間
の
一
部
免
除
が
無
効（
未

納
と
同
じ
）
と
な
り
ま
す

【
保
険
料
納
付
猶
予
制
度
】

　

50
歳
に
達
す
る
日
の
前
月
ま
で
、
本
人
お

よ
び
配
偶
者
の
所
得
が
一
定
以
下
の
と
き
は
、

申
請
に
よ
り
保
険
料
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

（
免
除
申
請
と
同
時
に
受
け
付
け
）

申
請
期
間　

平
成
29
年
度（
７
月
分
～
平
成

30
年
６
月
分
）＝
７
月
１
日
～

※
申
請
時
点
か
ら
２
年
１
カ
月
前
ま
で
の
期

間
に
つ
い
て
、
さ
か
の
ぼ
っ
て
申
請
可
能

（
例
）平
成
27
年
６
月
分
の
免
除
申
請
＝
平
成

29
年
７
月
31
日
ま
で
受
け
付
け

申
請
に
必
要
な
も
の　

年
金
手
帳
ま
た
は
基

礎
年
金
番
号
通
知
書
、
印
鑑
、
離
職
票
な
ど

失
業
し
た
こ
と
を
証
明
す
る
も
の
（
失
業
し

た
人
）、
事
業
を
休
止
ま
た
は
廃
止
の
事
実

を
明
ら
か
に
で
き
る
主
管
官
庁
の
証
明
な
ど

（
事
業
を
休
止
ま
た
は
廃
止
し
た
人
）

○
未
納
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と

　

未
納
期
間
は
、
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
資

格
期
間
に
算
入
さ
れ
ず
、
受
給
額
へ
も
反
映

さ
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
障
害
や
死
亡
と
い
っ
た

不
慮
の
事
態
が
生
じ
た
際
、
障
害
年
金
や
遺

族
年
金
を
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

○
将
来
受
け
取
る
年
金
額（
老
齢
基
礎
年
金
）

へ
の
影
響
は

　

免
除
期
間
は
、
受
給
資
格
期
間
に
算
入
さ

れ
ま
す
が
、
受
給
で
き
る
年
金
額
は
免
除
を

受
け
た
期
間
や
免
除
の
種
類
に
よ
っ
て
減
額

さ
れ
ま
す
。

　

猶
予
期
間
は
受
給
資
格
期
間
に
算
入
さ
れ

ま
す
が
、
受
給
額
へ
は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。

○
追
納
で
き
ま
す

　

免
除
期
間
や
猶
予
期
間
は
、
10
年
以
内
で

あ
れ
ば
後
か
ら
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
（
追

納
）
が
で
き
ま
す
。
追
納
す
る
こ
と
に
よ
り
、

老
齢
基
礎
年
金
の
年
金
額
に
算
入
さ
れ
ま
す
。

た
だ
し
３
年
度
目
以
降
は
、
当
時
の
保
険
料

に
加
算
金
が
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
。

※
申
請
は
、
原
則
と
し
て
毎
年
度
必
要
で
す
。

た
だ
し
申
請
時
に
継
続
審
査
を
希
望
し
、
全

額
免
除
・
納
付
猶
予
が
承
認
さ
れ
た
場
合
は
、

翌
年
度
以
降
改
め
て
申
請
を
行
わ
な
く
て
も

自
動
的
に
審
査
を
行
い
ま
す

問
保
険
年
金
課
☎
㉙
５
０
８
６
、
総
合
支
所
、

岩
国
年
金
事
務
所
☎
㉔
２
２
２
２

生
涯
学
習
情
報
ガ
イ
ド
発
行

　

生
涯
学
習
市
民
講
座
イ
カ
ル
ス
や
出
張
お

よ
び
出
前
講
座
、
県
内
の
大
学
で
開
催
さ
れ

る
学
習
講
座
な
ど
の
情
報
を
紹
介
す
る
「
平

成
29
年
度
生
涯
学
習
情
報
ガ
イ
ド
」
を
発
行

し
ま
し
た
。

※
市
役
所
、
市
内
の
公
民
館
、
公
共
施
設
な

ど
に
置
い
て
い
ま
す

※
イ
カ
ル
ス
は
、
原
則
と
し
て
市
内
に
在
住

ま
た
は
通
勤
・
通
学
す
る
５
人
以
上
の
グ
ル

ー
プ
で
あ
れ
ば
誰
で
も
利
用
で
き
ま
す

問
生
涯
学
習
課
☎
㉙
５
２
１
０

臨
時
福
祉
給
付
金

　
　
　
　
　
　

（
経
済
対
策
分
）

　

３
月
下
旬
に
申
請
書
を
送
付
し
た
臨
時
福

祉
給
付
金
の
申
請
期
間
は
６
月
23
日
㈮
ま
で

（
消
印
有
効
）で
す
。
支
給
要
件
を
確
認
の
上
、

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象　

平
成
28
年
度
の
市
民
税
（
均
等
割
）

が
課
税
さ
れ
て
い
な
い
人
（
課
税
さ
れ
て
い

る
人
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
人
、
生
活
保
護
制

度
の
被
保
護
者
と
な
っ
て
い
る
人
な
ど
を
除

く
）

問
臨
時
福
祉
給
付
金
対
策
室
☎
㉙
５
０
２
５

国
民
年
金
の
保
険
料
免
除
制
度

　

国
民
年
金
は
、
20
歳
か
ら
60
歳
ま
で
の
40

年
間
、
保
険
料
の
納
付
が
必
要
で
す
が
、
経

済
的
に
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
場
合
に
は

本
人
の
申
請
に
よ
り
保
険
料
が
全
額
ま
た
は

一
部
免
除
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
市　

役　

所

☎
㉙
５
０
０
０

●
由
宇
総
合
支
所

☎
63
１
１
１
１

●
玖
珂
総
合
支
所

☎
82
２
５
１
１

●
周
東
総
合
支
所

☎
84
１
１
１
１

●
錦
総
合
支
所

☎
72
２
１
１
１

●
美  

川  

支  

所

☎
76
０
３
１
１

●
美
和
総
合
支
所

☎
96
１
１
１
１

●
本  

郷  

支  

所

☎
75
２
３
１
１

岩国市役所　〒740－8585

岩国市今津町一丁目14番51号

問
い
合
わ
せ
（
代
表
）

ＬＩＦＥ

くらしの情報

　身近な話題や募集情報など

をお届けいたします。

お
知
ら
せ



広報いわくに 16

日
時　

６
月
27
日
㈫　

15
時

場
所　

市
内
の
全
区
域

問
危
機
管
理
課
☎
㉙
５
１
１
９

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

　
　
　
　
　
　

歯
科
健
康
診
査

対
象　

平
成
28
年
度
中
に
75
歳
に
な
っ
た
人

ま
た
は
障
害
認
定
に
よ
り
新
た
に
被
保
険
者

資
格
を
取
得
し
た
人

期
間　

６
月
１
日
㈭
～
平
成
30
年
１
月
31
日

㈬※
実
施
歯
科
医
療
機
関
は
、
５
月
末
ま
で
に

郵
送
す
る
受
診
券
に
同
封
の
紙
に
記
載

健
診
項
目　

虫
歯
や
歯
周
病
の
有
無
、
か
む

力
、
舌
の
動
き
、
飲
み
込
む
力
の
確
認
な
ど

自
己
負
担
額　

３
０
０
円　

問
山
口
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

☎
０
８
３
―
９
２
１
―
７
１
１
２

米
軍
の
弾
薬
処
理

日
時　

６
月
５
日
㈪
・
６
日
㈫
・
12
日
㈪
～

14
日
㈬
・
19
日
㈪
～
23
日
㈮　

８
時
～
17
時

場
所　

姫
子
島

※
天
候
な
ど
の
都
合
で
行
わ
れ
な
い
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

問
基
地
政
策
課
☎
㉙
５
０
２
４

教
科
書
展
示
会

期
間　

６
月
１
日
㈭
～
７
月
26
日
㈬
（
教
育

セ
ン
タ
ー
、
教
科
書
セ
ン
タ
ー
は
土
・
日
曜
、

祝
日
、図
書
館
は
月
曜
、６
月
15
日
を
除
く
）

展
示
時
間　

９
時
～
17
時
（
周
東
図
書
館
は

９
時
30
分
～
、
中
央
図
書
館
は
10
時
～
）

展
示
場
所　

教
育
セ
ン
タ
ー
、
教
育
委
員
会

教
科
書
セ
ン
タ
ー（
市
役
所
会
議
室
43
）、
中

央
図
書
館
、
周
東
図
書
館

※
展
示
場
所
に
は
意
見
用
紙
を
設
置

問
学
校
教
育
課
☎
㉙
５
２
０
３

岩
国
市
観
光
交
流
所

「
本
家 

松
が
ね
」
一
時
休
館

　　

空
調
設
備
設
置
工
事
の
た
め
休
館
し
ま
す
。

日
時　

６
月
12
日
㈪
～
24
日
㈯

問
観
光
振
興
課
☎
㉙
５
１
１
６

岩
国
市
観
光
交
流
所　

本
家 

松
が
ね

☎
㉘
６
６
０
０

児
童
手
当
の
更
新
手
続
き

　

児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
る
人
は
、
５
月

末
に
郵
送
さ
れ
た
「
現
況
届
」
を
提
出
し
て

更
新
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
提
出
が

な
い
場
合
、
６
月
分
以
降
の
手
当
が
受
け
ら

れ
な
く
な
り
ま
す
。

期
間　

６
月
１
日
㈭
～
30
日
㈮
の
執
務
時
間

中提
出
先　

こ
ど
も
支
援
課
、
総
合
支
所
、
支

所
、
出
張
所

問
こ
ど
も
支
援
課
☎
㉙
５
０
７
５

６
月
は
外
国
人
労
働
者
問
題

　
　
　
　
　
　

啓
発
月
間
で
す

　

外
国
人
労
働
者
（
特
別
永
住
者
を
除
く
）

の
雇
い
入
れ
や
離
職
の
際
に
は
、
氏
名
、
在

留
資
格
に
つ
い
て
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ
の
届
け

出
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
労
働
関
係
法
令
お
よ
び
社
会
保
険
関

係
法
令
は
、
外
国
人
に
も
適
用
さ
れ
ま
す
。

外
国
人
労
働
者
が
適
切
な
労
働
条
件
と
安
全

衛
生
の
下
、
在
留
資
格
の
範
囲
内
で
能
力
を

発
揮
し
就
労
で
き
る
よ
う
雇
用
管
理
の
改
善

に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

問
山
口
労
働
局
職
業
対
策
課

☎
０
８
３
―
９
９
５
―
０
３
８
３

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
岩
国
☎
㉑
３
２
８
１

弾
道
ミ
サ
イ
ル
を
想
定
し
た

　
　

防
災
行
政
無
線
吹
鳴
訓
練

　

ミ
サ
イ
ル
着
弾
を
想
定
し
た
放
送
を
実
施

し
ま
す
。

広告

市では、自主財源の確保と地元企業の育成を図るため、有料広告を掲載しています。
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三
笠
橋
の
車
両
交
通
規
制

期
間　

６
月
12
日
㈪
～
10
月
31
日
㈫（
予
定
）

９
時
～
16
時　

※
日
曜
、
祝
日
の
交
通
規
制
は
あ
り
ま
せ
ん

内
容　

三
笠
橋
修
繕
工
事
の
た
め
、
９
時
か

ら
16
時
ま
で
東
地
区
方
面
へ
の
一
方
通
行
と

な
り
、
麻
里
布
地
区
方
面
へ
の
車
両
通
行
は

で
き
ま
せ
ん
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
歩

行
者
や
自
転
車
な
ど
は
通
行
で
き
ま
す

※
天
候
に
よ
り
規
制
日
時
が
変
更
と
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
場
合
は
看
板
な
ど
で

お
知
ら
せ
し
ま
す

問
道
路
課
☎
㉙
５
１
３
０

※
交
付
決
定
前
に
契
約
締
結
し
た
工
事
や
、

浄
化
槽
の
除
却
工
事
な
ど
は
対
象
外

※
そ
の
他
に
も
要
件
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く

は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

補
助
金
額　

除
却
費
用
の
３
分
の
１
（
限
度

額
30
万
円
）

募
集
期
間　

６
月
１
日
㈭
〜
12
月
25
日
㈪

申
問
建
築
住
宅
課
☎
㉙
５
１
３
８

あ
ん
し
ん
情
報
カ
プ
セ
ル
を

　
　
　
　
　
　
　

交
付
し
ま
す

　

あ
ん
し
ん
情
報
カ
プ
セ
ル
は
、
自
宅
で
具

合
が
悪
く
な
っ
た
と
き
、
本
人
に
代
わ
っ
て

必
要
な
情
報
を
伝
え
て
く
れ
る
も
の
で
す
。

　

カ
プ
セ
ル
の
中
に
緊
急
連
絡
先
な
ど
の
情

報
を
記
入
し
た
用
紙
を
入
れ
て
自
宅
冷
蔵
庫

で
保
管
し
て
お
く
こ
と
で
、
迅
速
な
救
急
活

動
に
役
立
ち
ま
す
。

対
象　

市
内
に
在
住
し
て
い
る
身
体
障
害
者

手
帳
、
療
育
手
帳
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉

手
帳
の
所
持
者
お
よ
び
難
病
対
象
者
で
、
ひ

と
り
暮
ら
し
ま
た
は
ひ
と
り
暮
ら
し
に
準
ず

る
世
帯

申
請
に
必
要
な
も
の　

印
鑑

交
付
場
所　

障
害
者
支
援
課
、
総
合
支
所
、

支
所
、
出
張
所

問
障
害
者
支
援
課
☎
㉙
２
５
２
２

市
議
会
６
月
定
例
会
一
般
質
問

を
傍
聴
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

一
般
質
問
と
は
、
議
員
が
市
の
一
般
事
務

に
つ
い
て
質
問
す
る
も
の
で
、
市
議
会
の
定

例
会
ご
と
に
行
わ
れ
ま
す
。

日
程　

６
月
上
旬
の
予
定
（
決
ま
り
次
第
、

市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
掲
載
予
定
）

場
所　

市
役
所　

６
階
議
場

定
員　

66
人

手
順　

当
日
、
議
場
傍
聴
人
入
口
横
の
受
け

付
け
で
住
所
・
氏
名
・
年
齢
を
記
入
の
後
、

傍
聴
券
を
受
け
取
り
入
場

主
な
禁
止
事
項　

○
許
可
な
く
撮
影
お
よ
び

録
音
を
す
る
こ
と　

○
飲
食
、
喫
煙
、
携
帯

電
話
な
ど
の
情
報
通
信
機
器
の
使
用　

○
帽

子
、
鉢
巻
き
、
腕
章
の
着
用

※
現
場
の
係
員
の
指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ
い

問
議
事
課
☎
㉙
５
１
９
３

老
朽
危
険
空
き
家

　
　

除
却
促
進
事
業
費
補
助
金

　

危
険
な
老
朽
空
き
家
を
除
却
（
解
体
）
す

る
た
め
の
費
用
を
助
成
し
ま
す
。

対
象　

○
木
造
・
軽
量
鉄
骨
造
で
主
と
し
て

居
住
用
の
も
の（
法
人
所
有
の
も
の
は
除
く
）

○
市
に
よ
る
建
築
物
の
不
良
度
・
危
険
度
の

判
定
で
一
定
以
上
の
評
点
と
な
る
も
の　

広告の問い合わせは、㈱ホープ☎092-716-1404
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所
、
支
所
で
配
布
）

問
放
課
後
児
童
教
室
、
こ
ど
も
支
援
課
☎
㉙

５
０
７
５
、
総
合
支
所
、
支
所

「
ト
ワ
イ
ラ
イ
ト
エ
ク
ス
プ
レ

ス
瑞
風
」
一
日
駅
長
体
験

　

ト
ワ
イ
ラ
イ
ト
エ
ク
ス
プ
レ
ス
瑞み
ず
か
ぜ風

の
一

日
駅
長
を
募
集
し
ま
す
。

※
一
日
駅
長
は
男
女
1
組
と
し
ま
す

対
象
者　

市
内
に
在
住
の
幼
稚
園
、
保
育
園

児日
時　

７
月
９
日
㈰
、
８
月
６
日
㈰
・
27
日

㈰
、
９
月
24
日
㈰　

８
時
30
分
～
12
時
10
分

場
所　

南
岩
国
駅

内
容　

瑞
風
の
お
出
迎
え
、
岩
国
運
転
区
巡

回
（
運
転
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
体
験
な
ど
）、

瑞
風
の
お
見
送
り
と
出
発
合
図

募
集
期
間　

６
月
30
日
㈮　

17
時
ま
で
（
消

印
有
効
）

申
上
記
実
施
日
の
第
二
希
望
ま
で
記
入
し
、

官
製
は
が
き
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
に
て
、
西
日

本
旅
客
鉄
道
㈱
徳
山
地
域
鉄
道
部
へ
提
出

宛
先　

〒
７
４
５
―
０
０
３
４　

周
南
市
御

幸
通
二
丁
目
28
番
地

問
西
日
本
旅
客
鉄
道
㈱
徳
山
地
域
鉄
道
部

☎
０
８
３
４
―
３
１
―
５
１
０
１

FAX
０
８
３
４
―
３
１
―
５
２
０
１

浄
化
槽
法
定
検
査
は

　
　
　

必
ず
受
け
ま
し
ょ
う
！

　

全
て
の
浄
化
槽
に
は
、
定
期
的
な
保
守
点

検
お
よ
び
清
掃
と
は
別
に
年
１
回
の
法
定
検

査
（
法
第
11
条
定
期
検
査
）
を
受
け
る
こ
と

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

問
山
口
県
岩
国
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

☎
㉙
１
５
２
８

夏
休
み

　
　

放
課
後
児
童
教
室
利
用
者

　

定
員
に
余
裕
が
あ
る
場
合
に
放
課
後
児
童

教
室
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

対
象　

保
護
者
や
同
居
の
親
族
が
仕
事
（
お

お
む
ね
４
時
間
以
上
、
月
に
15
日
以
上
）
や

そ
の
他
の
理
由
で
家
庭
保
育
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
な
い
小
学
１
年
～
６
年
生
の
児
童

日
時　

７
月
21
日
㈮
～
８
月
31
日
㈭
（
日
曜
、

８
月
14
日
～
16
日
を
除
く
）　

８
時
～
18
時

30
分

料
金　

７
月
＝
３
千
円　

８
月
＝
４
千
円

募
集
期
間　

６
月
１
日
㈭
～
20
日
㈫

申
申
込
書
類
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
希
望

す
る
放
課
後
児
童
教
室
へ
提
出
（
書
類
は
放

課
後
児
童
教
室
、
こ
ど
も
支
援
課
、
総
合
支

第
１
回
い
わ
く
に
景
観
賞

●
～
百
年
先
へ
残
し
た
い　

い
わ
く
に
の
美

し
い
景
観
～

　

地
域
に
あ
る
素
晴
ら
し
い
景
観
作
り
に
貢

献
し
て
い
る
建
造
物
や
ま
ち
な
み
・
ま
ち
づ

く
り
活
動
に
携
わ
っ
て
い
る
人
た
ち
を
「
建

造
物
部
門
」「
ま
ち
な
み
・
ま
ち
づ
く
り
部
門
」

の
２
部
門
で
表
彰
し
ま
す
。
あ
な
た
が
見
つ

け
た
お
気
に
入
り
の
建
造
物
や
景
観
づ
く
り

の
活
動
を
写
真
に
撮
っ
て
応
募
し
て
く
だ
さ

い
。

　

表
彰
さ
れ
た
建
造
物
や
活
動
に
つ
い
て
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
ま
す
。

募
集
期
間　

６
月
１
日
㈭
～
８
月
31
日
㈭

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま

た
は
本
庁
、
総
合
支
所
、
支
所
、
出
張
所
、

中
央
公
民
館
、
図
書
館
備
え
付
け
の
チ
ラ
シ

と
応
募
用
紙
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い　
　
　

　
　申

問
都
市
計
画
課
☎
㉙
５
０
０
６

募　

集
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開
催
期
間　

①
書
道
、
写
真
＝
９
月
27
日
㈬

～
10
月
１
日
㈰　

９
時
30
分
～
17
時
30
分　

②
絵
画
、
彫
刻
・
工
芸
・
デ
ザ
イ
ン
＝
10
月

７
日
㈯
～
12
日
㈭　

９
時
30
分
～
17
時
30
分

※
10
月
９
日
㈷
は
休
館　

展
示
場
所　

シ
ン
フ
ォ
ニ
ア
岩
国　

企
画
展

示
ホ
ー
ル

規
格　

○
書
道
＝
屏び

ょ
う
ぶ風

・
枠わ

く
ば
り張

・
額
・
軸
装

の
仕
上
が
り
寸
法
は
49
㎝
×
37
㎝
以
上
で
仮

巻
は
不
可
。
篆て

ん
こ
く刻

・
刻こ

く

じ字
は
14
㎝
×
23
㎝
以

上
（
篆
刻
は
、
印い

ん
せ
ん箋

を
用
い
る
こ
と
）
。
仕

上
が
り
は
１
・
５
㎡
以
内
で
額
は
一
辺
が
２

ｍ
を
超
え
な
い
こ
と　

○
写
真
＝
モ
ノ
ク
ロ

・
カ
ラ
ー
は
自
由
。
大
き
さ
は
キ
ャ
ビ
ネ（
２

Ｌ
）
判
以
上
で
１
２
８
㎝
×
１
０
６
㎝
以
内

○
絵
画
＝
洋
画
は
、
額
装
ま
た
は
仮
縁
仕
立

10
号
（
53
㎝
×
33
・
３
㎝
）
以
上
１
０
０
号

Ｓ
（
１
６
２
㎝
×
１
６
２
㎝
）
以
内
。
日
本

画
は
、
屏
風
・
軸
お
よ
び
額
装
ま
た
は
仮
縁

仕
立
２
㎡
以
内　

○
彫
刻
・
工
芸
・
デ
ザ
イ

ン
＝
床
面
積
が
１
・
８
㎡
以
内
で
展
示
可
能

な
も
の　
　

体
裁　

金
具
・
ひ
も
な
ど
を
取
り
付
け
、
壁

面
展
示
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
額
装
に
ガ

ラ
ス
は
不
可
（
ア
ク
リ
ル
可
）。

出
品
点
数　

書
道
、
絵
画
＝
１
人
１
点
（
高

校
生
は
２
点
ま
で
可
）。
写
真
、
彫
刻
・
工

芸
・
デ
ザ
イ
ン
＝
１
人
２
点
ま
で

※
各
部
門
と
も
個
人
で
創
作
し
た
未
発
表
の

も
の
に
限
る
。
入
選
以
上
を
展
示

※
書
道
・
写
真
・
絵
画
の
組
作
品
は
、
い
ず

花
い
っ
ぱ
い
コ
ン
ク
ー
ル

　

花
を
育
て
花
に
親
し
む
こ
と
を
通
し
て
、

環
境
の
美
化
、
青
少
年
の
健
全
育
成
、
地
域

連
帯
感
の
醸
成
な
ど
の
地
域
づ
く
り
が
行
わ

れ
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

対
象　

市
内
の
学
校
・
地
域
・
グ
ル
ー
プ

審
査　

９
月
頃
に
現
地
で
審
査

表
彰　

部
門
ご
と
に
市
長
賞
・
議
長
賞
・
教

育
長
賞
・
優
秀
賞
な
ど

募
集
期
間　

６
月
５
日
㈪
～
７
月
31
日
㈪

申
所
定
の
応
募
用
紙
に
花
壇
の
写
真
を
添
付

し
て
生
涯
学
習
課
ま
た
は
教
育
支
所
へ
提
出

※
応
募
用
紙
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す

問
生
涯
学
習
課
☎
㉙
５
２
１
０

市
美
術
展
覧
会
作
品

対
象　

○
一
般
の
部
＝
市
内
に
在
住
ま
た
は

通
勤
・
通
学
し
て
い
る
人
（
高
校
生
以
下
は

除
く
）
ま
た
は
市
内
の
文
化
団
体
に
所
属
し

て
い
る
人　

○
高
校
の
部
＝
市
内
に
在
住
ま

た
は
通
学
し
て
い
る
高
校
生
（
20
歳
未
満
の

人
、
出
品
票
に
は
所
属
校
長
の
印
が
必
要
）

れ
も
１
枚
に
ま
と
め
、
規
格
内
に
収
め
る

出
品
料　

千
円
／
点
（
高
校
生
無
料
）

作
品
の
搬
入
日　

①
＝
９
月
23
日
㈷　

②
＝

10
月
３
日
㈫　

10
時
～
18
時

作
品
の
搬
入
場
所　

シ
ン
フ
ォ
ニ
ア
岩
国　

企
画
展
示
ホ
ー
ル

※
詳
細
は
６
月
20
日
㈫
か
ら
文
化
振
興
課
な

ど
で
配
布
の
開
催
要
項
で
確
認
し
て
く
だ
さ

い申
問
文
化
振
興
課
☎
㉙
５
２
１
１

消
防
設
備
士

日
時　

９
月
３
日
㈰

場
所　

周
南
市
、
山
口
市
、
下
関
市　

内
容　

甲
種
（

一
定
の
資
格
が
必
要
）、
乙

種募
集
期
間　

○
書
面
申
請　

７
月
３
日
㈪
～

14
日
㈮　

○
電
子
申
請　

６
月
30
日
㈮
～
７

月
11
日
㈫

※
電
子
申
請
は
、（
一
財
）
消
防
試
験
研
究
セ

ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
参
照

申
消
防
本
部
、
消
防
署
、
消
防
出
張
所
な
ど

に
備
え
付
け
の
願
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

岩
国
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部
予
防
課
、
消

防
署
、
消
防
出
張
所
へ
提
出

問
岩
国
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部
予
防
課

☎
㉛
０
１
９
６

試　

験



広報いわくに 20

市
職
員

職
種　

○
上
級
＝
事
務　

○
上
級
・
中
級
＝

土
木
、
建
築
、
機
械　

○
保
健
師　

○
保
育

士
・
幼
稚
園
教
諭　

○
初
級
＝
事
務
、
事
務

（
身
体
障
害
者
対
象
）、
土
木
、
建
築
、
機
械

※
初
級
事
務
（
身
体
障
害
者
対
象
）
は
、
自

力
で
通
勤
で
き
、
介
護
者
な
し
に
職
務
の
遂

行
が
可
能
で
、
活
字
印
刷
文
ま
た
は
点
字
に

よ
る
試
験
に
対
応
で
き
る
人
（
点
字
に
よ
る

受
験
を
希
望
す
る
人
は
、
別
日
程
で
実
施
す

る
た
め
、
申
込
時
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
）

※
次
に
該
当
す
る
人
は
、
受
験
で
き
ま
せ
ん

○
日
本
の
国
籍
を
有
し
な
い
人
（
保
健
師
、

保
育
士
・
幼
稚
園
教
諭
を
除
く
）

○
成
年
被
後
見
人
お
よ
び
被
保
佐
人　

○
禁
固
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の
執
行

を
終
わ
る
ま
で
ま
た
は
そ
の
執
行
を
受
け
る

こ
と
が
な
く
な
る
ま
で
の
人

※
詳
し
く
は
募
集
要
項
を
確
認
し
て
く
だ
さ

い
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
閲
覧
可
）

採
用
予
定
日　

平
成
30
年
４
月
１
日
以
降

申
所
定
の
申
込
書
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
に
写
真
１
枚
（
縦
４
㎝

×
横
３
㎝
）
を
貼
付
し
、
郵
送
（
必
着
）
ま

た
は
直
接
、
職
員
課
へ
提
出

※
郵
送
の
場
合
は
簡
易
書
留
と
し
、
82
円
切

手
を
貼
付
し
た
返
信
用
封
筒
（
長
形
３
号
）

を
同
封

問
職
員
課
☎
㉙
５
０
３
６

区　分
保育士・
幼稚園教諭

初　級

事務 事務（身体障害者対象） 土木 建築 機械

募集人員 ４人程度 10人程度 若干名 若干名 若干名 若干名

受験資格

昭和63年４月２日
以降に生まれ、保
育士資格および幼
稚園教諭免許を取
得した人（平成30年
３月までに取得見
込みの人を含む）

平成６年４月２日以降
に生まれ、高等学校以
上を卒業した人（平成
30年３月卒業見込みの
人を含む）
ただし、４年制大学を
卒業および申し込み時
大学の３年次以上に在
学する人を除く

身体障害者手帳の交付を
受け、その障害の程度が
１級～６級の人で、昭和
60年４月２日～平成12
年４月１日までに生まれ、
高等学校以上を卒業した
人（平成30年３月卒業見
込みの人を含む）

平成元年4月2日以降に生まれ、
高等学校以上を卒業した人（平
成30年３月卒業見込みの人を
含む）
ただし、４年制大学、短期大学
（高等専門学校を含む）を卒業
および申し込み時大学の３年次
以上に在学する人を除く

募集期間
７月３日㈪～31日㈪（土・日曜、祝日を除く）
※点字による試験を希望する人の受付期間も同様

一
次
試
験

日時
場所

９月17日㈰
※点字による試験については別日程

受付＝９時30分～　　試験開始＝10時～　　場所＝市役所

種目 教養・専門 教養 教養・専門

二次試験 集団討論・集団面接

三次試験 面接・小論文・適性検査

区　分
上　級 上級・中級

保健師
事務 土木 建築 機械

募集人員 15人程度 5人程度 3人程度 １人 3人程度

受験資格

昭和63年４月２日
以降に生まれ、４年
制大学を卒業した
人（平成30年３月
卒業見込みの人を
含む）

【上級】昭和60年４月２日以降に生まれ、４年制
大学を卒業した人（平成30年３月卒業見込みの人
を含む）

【中級】昭和62年４月２日以降に生まれ、短期大
学（高等専門学校を含む）を卒業した人（平成30年
３月卒業見込みの人を含む）

昭和63年４月２日以降に生ま
れ、保健師資格を有する人（平
成30年３月までに取得見込み
の人を含む）

募集期間 ６月１日㈭～28日㈬（土・日曜を除く）

一
次
試
験

日時
場所

７月23日㈰

受付＝９時30分～　　試験開始＝10時～　　場所＝市役所

種目 教養・専門

二次試験 集団討論・集団面接

三次試験 面接・小論文・適性検査
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内
容　

○
女
性
の
権
利
１
１
０
番
＝
Ｄ
Ｖ
を

含
む
暴
力
や
離
婚
、
セ
ク
ハ
ラ
な
ど

○
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
権
利
１
１
０
番
＝
同
性
カ
ッ

プ
ル
、
職
場
に
お
け
る
差
別
、
性
同
一
性
障

害
の
人
の
性
別
取
り
扱
い
変
更
手
続
き
な
ど

※
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
１
１
０
番
は
男
性
の
相
談
も
可

相
談
受
付
電
話
番
号

☎
０
８
３
―
９
２
０
―
８
７
３
０

問
山
口
県
弁
護
士
会

☎
０
８
３
―
９
２
２
―
０
０
８
７

芸
術
文
化
ふ
れ
あ
い
セ
ミ
ナ
ー

　
　
　

～
大
塚
国
際
美
術
館
～

●
事
前
セ
ミ
ナ
ー

日
時　

６
月
27
日
㈫　

13
時
30
分
～
15
時

場
所　

市
役
所　

特
別
会
議
室

内
容　

Ｄ
Ｖ
Ｄ
鑑
賞
に
よ
る
美
術
館
案
内

●
美
術
館
鑑
賞
セ
ミ
ナ
ー

日
時　

７
月
７
日
㈮　

７
時
～
19
時

場
所　

大
塚
国
際
美
術
館
（
鳴
門
市
）

内
容　

世
界
初
の
陶
板
名
画
美
術
館
鑑
賞

交
通
手
段　

貸
切
バ
ス

定
員　

40
人
（
先
着
順
）

料
金　

９
８
０
０
円
（
事
前
セ
ミ
ナ
ー
・
バ

ス
交
通
費
・
入
館
料
・
保
険
料
含
む
）

募
集
開
始　

６
月
７
日
㈬　

９
時

申
問
（
公
財
）
岩
国
の
文
化
を
育
て
る
会
事
務

水
道
局
職
員

●
上
級
電
気

受
験
資
格　

平
成
元
年
４
月
２
日
以
降
に
生

ま
れ
、
４
年
制
大
学
を
卒
業
ま
た
は
平
成
30

年
３
月
卒
業
見
込
み
の
人

一
次
試
験　

７
月
23
日
㈰　

８
時
50
分
～

場
所　

水
道
局

募
集
人
員　

１
人
程
度

内
容　

適
性
検
査
、
教
養
お
よ
び
専
門

募
集
期
間　

６
月
１
日
㈭
～
27
日
㈫

二
次
試
験　

作
文
、
面
接

採
用
予
定
日　

平
成
30
年
４
月
１
日
以
降

※
交
代
勤
務
の
可
能
性
有
り

申
所
定
の
申
込
書
（
水
道
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
に
写
真
２
枚
（
縦

４
㎝
×
横
３
㎝
）、
卒
業
証
書
の
写
し
ま
た

は
卒
業
見
込
証
明
書
を
添
え
て
郵
送（
必
着
）

ま
た
は
直
接
、
水
道
局
総
務
課
へ
提
出

宛
先　

〒
７
４
０
―
０
０
２
２　

山
手
町
四

丁
目
４
―
14

問
水
道
局
総
務
課
☎
㉒
３
７
１
１

女
性
の
権
利
１
１
０
番
＆

　

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
権
利
１
１
０
番

日
時　

６
月
28
日
㈬　

10
時
～
16
時

局（
文
化
振
興
課
内
）☎
㉙
５
２
１
1

公
開
講
座
「
が
ん
と
共
に
生
き
て
、

今
思
う
こ
と
」

日
時　

６
月
23
日
㈮　

14
時
～
15
時
30
分

（
開
場
＝
13
時
40
分
）

場
所　

シ
ン
フ
ォ
ニ
ア
岩
国　

２
階
多
目
的

ホ
ー
ル

講
師　

岸
田
徹
氏
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が
ん
ノ
ー

ト
代
表
理
事
）

料
金　

無
料
（
事
前
予
約
不
要
）

問
岩
国
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
国
際
医
療
福
祉
専
門
学
校

☎
㉙
２
２
３
３

心
肺
蘇
生
法
講
座

●
あ
な
た
の
目
の
前
で
大
切
な
家
族
や
友
人

が
倒
れ
た
と
き
、
あ
な
た
は
助
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
か
？

日
時　

６
月
24
日
㈯
、
７
月
22
日
㈯
、
８
月

26
日
㈯
、
10
月
28
日
㈯
、
11
月
25
日
㈯
、
平

成
30
年
2
月
24
日
㈯
・
３
月
24
日
㈯　

10
時

～
12
時

場
所　

岩
国
市
医
療
セ
ン
タ
ー
医
師
会
病
院

東
館
４
階
講
堂

定
員　

６
人
（
先
着
順
）

内
容　

心
肺
蘇
生
法
の
基
本
手
技
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
、

窒
息
の
解
除
法
な
ど

相　

談

料
金　

無
料

※
事
前
予
約
が
必
要

※
軽
い
運
動
の
で
き
る
服
装
で
参
加
し
て
く

だ
さ
い

申
問
岩
国
市
医
療
セ
ン
タ
ー
医
師
会
病
院
総

務
課
☎
㉑
３
２
１
１

危
険
物
取
扱
者
保
安
講
習

対
象　

危
険
物
取
扱
作
業
従
事
者
で
、
平
成

26
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
27
年
３
月
31
日
に

講
習
を
受
講
し
た
人
ま
た
は
平
成
27
年
３
月

31
日
以
前
に
免
状
（
甲
種
、
乙
種
ま
た
は
丙

種
）
の
交
付
を
受
け
未
受
講
の
人

日
時　

○
給
油
取
扱
所
対
象
者
＝
８
月
23
日

㈬　

13
時
～
16
時　

○
一
般
事
業
所
対
象
者
＝
９
月
５
日
㈫　

13

時
～
16
時　

○
石
油
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
等
特
定
事
業
所
対
象

者
＝
７
月
26
日
㈬　

13
時
～
16
時
、
27
日
㈭

９
時
～
12
時
、
８
月
８
日
㈫　

13
時
～
16
時
、

24
日
㈭　

９
時
～
12
時
の
い
ず
れ
か
１
日

場
所　

い
わ
く
に
消
防
防
災
セ
ン
タ
ー　

２

階
講
堂

手
数
料　

４
７
０
０
円
（
県
収
入
証
紙
代
）

申
講
習
実
施
日
の
４
週
間
前
ま
で
に
、
受
講

申
請
書
に
収
入
証
紙
を
貼
付
し
、
岩
国
地
区

消
防
組
合
消
防
本
部
予
防
課
へ
提
出

問
岩
国
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部
予
防
課

☎
㉛
０
１
９
６

講
演
・
講
座
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普
通
救
命
講
習
会

対
象　

市
内
、
和
木
町
に
在
住
ま
た
は
通
勤

し
て
い
る
人

日
時　

毎
月
第
２
月
曜　

９
時
～
12
時
（
受

け
付
け
＝
８
時
40
分
～
）

※
祝
日
の
場
合
は
翌
日
火
曜
に
開
催
し
ま
す
。

天
候
不
良
な
ど
に
よ
り
、
開
催
を
中
止
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
の
際
は
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い

場
所　

い
わ
く
に
消
防
防
災
セ
ン
タ
ー　

２

階
講
堂

内
容　

Ａ
Ｅ
Ｄ
を
併
用
し
た
心
肺
蘇
生
法
な

ど料
金　

無
料

申
問
岩
国
地
区
消
防
組
合
警
防
課

☎
㉛
０
１
９
９

赤
十
字
救
急
法
基
礎
講
習
会
・

救
急
員
養
成
講
習
会

対
象　

満
15
歳
以
上
の
人

日
時　

７
月
15
日
㈯
～
17
日
㈷ 

９
時
～
17

時場
所　

市
役
所　

多
目
的
ホ
ー
ル　

定
員　

30
人
（
先
着
順
）

内
容　

日
常
生
活
に
お
け
る
事
故
防
止
方
法
、

事
故
や
災
害
時
の
傷
病
者
に
対
す
る
救
命
・

応
急
手
当
に
つ
い
て
の
知
識
・
技
術
指
導

料
金　

無
料
（
講
習
教
材
費
と
し
て
３
２
０

０
円
必
要
）

持
参
品　

筆
記
用
具
、
タ
オ
ル
、
動
き
や
す

い
服
装

募
集
期
間　

７
月
７
日
㈮
ま
で

申
問
日
本
赤
十
字
社
山
口
県
支
部
事
業
推
進

課
☎
０
８
３
―
９
２
２
―
０
１
０
２

地
方
卸
売
市
場
ふ
れ
あ
い
朝
市

日
時　

６
月
17
日
㈯　

９
時
30
分
～
12
時

場
所　

地
方
卸
売
市
場
（
尾
津
町
五
丁
目
11

―
１
）

内
容　

野
菜
・
果
物
・
水
産
物
・
精
肉
な
ど

を
販
売

※
駐
車
場
が
あ
り
ま
す
。
関
連
店
舗
や
飲
食

店
な
ど
は
常
時
開
放
し
て
い
ま
す

問
生
産
流
通
課
☎
32
７
３
５
５

錦
川
鉄
道　

車
両
運
転
体
験

対
象　

中
学
生
以
上
（
中
学
生
は
大
人
の
同

伴
が
必
要
）

日
時　

６
月
24
日
㈯　

岩
国
駅
発
＝
８
時
29

分
～
岩
国
駅
着
＝
15
時
23
分
（
乗
車
必
須
）

10
時
開
講
、
13
時
閉
講

定
員　

10
人
（
先
着
順
）

内
容　

運
転
取
り
扱
い
や
車
両
の
構
造
な
ど

の
学
習
の
後
、
錦
町
駅
構
内
に
お
い
て
交
代

で
実
車
運
転
を
体
験

料
金　

一
般（
大
学
生
以
上
）＝
５
千
円
、
中

学
・
高
校
生
＝
３
千
円

※
運
転
体
験
料
、
保
険
料
を
含
む
。
錦
川
清

流
線
運
賃
は
自
己
負
担

※
同
伴
者
は
５
０
０
円
で
講
習
会
や
体
験
列

車
に
参
加
可
能

募
集
期
間　

６
月
17
日
㈯
ま
で
（
必
着
）

申
は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番

号
、
清
流
線
乗
車
駅
、
同
伴
者
名
を
記
入
し
、

郵
送
で
錦
川
鉄
道
㈱
へ
提
出

宛
先　

〒
７
４
０
―
０
７
２
４　

錦
町
広
瀬

７
８
７
３
―

９　

錦
川
鉄
道
㈱　

「
車
両
運

転
体
験
」
係

問
錦
川
鉄
道
㈱
☎
72
２
０
０
２

錦
帯
橋
花
菖
蒲
ま
つ
り

※
料
金
は
全
て
の
イ
ベ
ン
ト
で
無
料 

※
雨
天
の
場
合
、
中
止
に
な
る
イ
ベ
ン
ト
あ

り●
特
産
品
市
、
竹
細
工
教
室
、
竹
細
工
販
売

日
時　

６
月
10
日
㈯
・
11
日
㈰　

９
時
30
分

～
16
時

場
所　

吉
香
公
園　

噴
水
広
場 

●
古
典
芸
能

場
所　

吉
香
神
社　

能
舞
台 

６
月
10
日
㈯

○
岩
国
邦
楽
協
会　

10
時
～
12
時

○
岩
国
地
区
吟
剣
詩
舞
道
連
盟　

13
時
～
15

時 ６
月
11
日
㈰　

○
岩
国
喜
香
会　

10
時
30
分
～
12
時

○
岩
国
邦
舞
協
会　

13
時
～
15
時

●
写
生
大
会

日
時　

６
月
10
日
㈯
・
11
日
㈰　

10
時
～
15

時受
付
場
所　

ロ
ー
プ
ウ
エ
ー
乗
り
場

※
画
用
紙
は
配
布
し
ま
す

※
参
加
賞
あ
り 

●
清
流
光
神
ハ
ク
ジ
ャ
オ
ー
シ
ョ
ー

日
時　

６
月
11
日
㈰　

①
11
時
～　

②
14
時

～※
①
②
と
も
終
了
後
撮
影
会

場
所　

吉
香
公
園　

大
噴
水
横
ス
テ
ー
ジ 

※
雨
天
の
場
合
は
サ
ン
ラ
イ
フ
岩
国
体
育
館

●
花
菖
蒲
苗
の
無
料
配
布

日
時　

６
月
10
日
㈯
・
11
日
㈰　

10
時
～（
苗

が
無
く
な
り
次
第
終
了
）

場
所　

ロ
ー
プ
ウ
エ
ー
乗
り
場
前

問
観
光
振
興
課
☎
㉙
５
１
１
６

イ
ベ
ン
ト
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お
い
で
ま
せ
山
口
！ 

　

Ｕ
Ｊ
Ｉ
タ
ー
ン
就
職
説
明
会

対
象　

○
山
口
県
内
へ
の
Ｕ
Ｊ
Ｉ
タ
ー
ン
を

考
え
て
い
る
求
職
中
の
人　

○
平
成
30
年
３
月
に
卒
業
予
定
の
学
生
（
大

学
、
短
大
、
専
修
学
校
な
ど
）

○
平
成
31
年
３
月
以
降
に
卒
業
予
定
の
学
生

（
大
学
、
短
大
、
専
修
学
校
な
ど
）

●
東
京
会
場

日
時　

６
月
25
日
㈰　

10
時
～
16
時

場
所　

東
京
交
通
会
館
（
東
京
都
千
代
田
区

有
楽
町
二
丁
目
10
―
１
）

●
大
阪
会
場

日
時　

７
月
２
日
㈰　

10
時
～
16
時

場
所　

Ａ
Ｐ
大
阪
梅
田
茶
屋
町
（
大
阪
府
大

阪
市
北
区
茶
屋
町
１
―
27
）

内
容　

参
加
企
業
の
人
事
採
用
担
当
者
と
の

Ｕ
Ｊ
Ｉ
タ
ー
ン
希
望
者
と
の
個
別
ブ
ー
ス
で

の
面
談
、
各
種
相
談
コ
ー
ナ
ー
な
ど

問
や
ま
ぐ
ち
暮
ら
し
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
３
―
９
７
６
―
０
２
７
７

け
ん
玉
教
室

日
時　

６
月
25
日
㈰　

９
時
30
分
～
12
時

場
所　

由
宇
文
化
会
館　

学
習
室

定
員　

50
人
（
先
着
順
）

内
容　

検
定
会
に
参
加
し
、
け
ん
玉
の
技
と

楽
し
さ
を
学
ぶ

料
金　

1
0
0
円

募
集
期
間　

６
月
16
日
㈮
ま
で

申
問
由
宇
教
育
支
所
☎
63
０
１
２
１

プ
レ
イ
ル
ー
ム

　
　
　

い
っ
し
ょ
に
あ
そ
ぼ
!!

対
象　

未
就
学
児
と
そ
の
保
護
者

日
時　

６
月
23
日
㈮　

９
時
30
分
～
11
時

場
所　

藤
河
公
民
館

定
員　

20
組
（
先
着
順
）

料
金　

無
料

募
集
開
始　

６
月
１
日
㈭　

10
時

申
問
こ
ど
も
館

☎
㉔
０
８
８
８

　
　
　

温
泉
パ
ス
ポ
ー
ト

  

「
岩
国 

清
流
畔
の
温
泉
巡
り
」

　

市
内
４
カ
所
の
温
泉
に
１
回
ず
つ
入
浴
で

き
る
お
得
な
パ
ス
ポ
ー
ト
（
大
人
用
・
子
供

用
）
を
発
売
し
て
い
ま
す
。
全
て
の
温
泉
を

巡
っ
た
人
は
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
当
た
る
抽
選

に
参
加
で
き
ま
す
。（
当
選
者
50
人
）

利
用
期
間　

６
月
１
日
㈭
～
10
月
31
日
㈫

利
用
施
設　

①
錦
帯
橋
温
泉
「
岩
国
国
際
観

光
ホ
テ
ル
」、
②
由
宇
温
泉
「
ゆ
う
温
泉
」、

③
深
谷
峡
温
泉
「
清
流
の
郷
」、
④
雙
津
峡

温
泉
「
憩
の
家
」
ま
た
は
「
錦
パ
レ
ス
」 

料
金　

○
大
人
用
（
中
学
生
以
上
）
＝
１
９

０
０
円
（
半
額
相
当
、
千
枚
限
定
）

○
子
供
用
（
３
歳
～
小
学
生
）
１
２
０
０
円

（
３
分
の
２
額
相
当
、
５
０
０
枚
限
定
）

販
売
箇
所　

各
温
泉
施
設
、
岩
国
観
光
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
協
議
会
事
務
所

問
岩
国
観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
協
議
会

☎
93
３
４
６
０
（
平
日
の
み
）

６
月
の
献
血

７
日
㈬　

○
岩
国
市
環
境
事
業
所　

15
時
～

16
時
30
分

11
日
㈰　

○
ゆ
め
タ
ウ
ン
南
岩
国　

９
時
30

分
～
12
時
、
13
時
15
分
～
16
時

22
日
㈭　

○
カ
ワ
ト
Ｔ
．Ｐ
．Ｃ　

９
時
30
分

～
11
時
30
分

25
日
㈰　

ゆ
め
タ
ウ
ン
南
岩
国　

９
時
30
分

～
12
時
、
13
時
15
分
～
16
時

27
日
㈫　

岩
国
警
察
署　

10
時
～
11
時
15
分
、

12
時
15
分
～
16
時

29
日
㈭
・
30
日
㈮　

○
岩
国
市
役
所　

10
時

～
12
時
、
13
時
～
16
時

※
全
血
献
血
（
４
０
０
ml
限
定
）

問
社
会
課
☎
㉙
５
０
７
０

周
東
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

㊡
月
曜

周
東
町
用
田　

☎
84
１
４
０
０

羊
毛
フ
ェ
ル
ト
講
座

日
時　

６
月
16
日
㈮　

13
時
～
16
時

場
所　

周
東
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム　

図
書
室

定
員　

10
人

講
師　

礒
部
尚
子
氏

料
金　

２
千
円
（
材
料
費
を
含
む
）

持
参
品　

は
さ
み
、
羊
毛
フ
ェ
ル
ト
道
具

（
持
っ
て
い
る
人
）

申
電
話
ま
た
は
直
接
、
周
東
勤
労
青
少
年
ホ

ー
ム

献　

血

ＥＮＪＯＹ

おでかけ情報

家族みんなで楽しめる市内の

イベント情報をお届けします。
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㊡
６
月
14
日
㈬

平
田
一
丁
目　

☎
32
７
４
１
１

体
験
型
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ

　

フ
ェ
ン
シ
ン
グ
in
い
わ
く
に

　
　
　
　
　
　
　
　

対
象　

小
学
生

日
時　

６
月
24
日
㈯　

12
時
30
分
～
16
時
30

分場
所　

総
合
体
育
館　

武
道
場

料
金　

無
料

申
当
日
会
場
に
て
受
け
付
け

問
岩
国
市
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
協
会

☎
41
１
１
０
５

㊡
月
曜
（
祝
日
の
場
合
は
翌
日
も
）、
祝
日

麻
里
布
町
六
丁
目　

☎
㉒
０
１
２
２

市
民
科
学
講
座

●
視
覚
の
不
思
議　

色
と
は
？
錯
覚
と
は
？

対
象　

中
学
生
以
上

日
時　

７
月
２
日
㈰　

10
時
～
11
時
30
分

（
受
け
付
け
＝
９
時
30
分
～
）

場
所　

科
学
セ
ン
タ
ー　

２
階
講
座
室

定
員　

50
人

内
容　

視
覚
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る

講
師　

手
嶋
靜
氏（
科
学
セ
ン
タ
ー
指
導
員
）

募
集
期
間　

６
月
30
日
㈮
ま
で

申
電
話
ま
た
は
直
接
、
科
学
セ
ン
タ
ー

科
学
教
室

●
魔
法
の
コ
ッ
プ
を
作
ろ
う

対
象　

小
学
３
年
～
６
年
生

日
時　

７
月
１
日
㈯　

９
時
30
分
～
11
時
30

分場
所　

本
郷
ふ
る
さ
と
交
流
館

定
員　

16
人

内
容　

サ
イ
ホ
ン
の
原
理
を
元
に
し
た
不
思

議
な
コ
ッ
プ
の
作
成

募
集
開
始　

６
月
17
日
㈯　

９
時

●
ス
マ
ホ
で
撮
影
で
き
る
高
倍
率
の
ビ
ー
玉

顕
微
鏡
（
夏
休
み
の
研
究
ヒ
ン
ト
）

対
象　

小
学
３
年
～
６
年
生

日
時　

７
月
８
日
㈯　

９
時
30
分
～
15
時
30

分場
所　

科
学
セ
ン
タ
ー　

２
階
講
座
室

定
員　

16
人

内
容　

○
午
前
＝
小
さ
な
ビ
ー
玉
を
使
っ
た

高
倍
率
の
顕
微
鏡
の
作
成　

○
午
後
＝
午
前

中
に
作
成
し
た
顕
微
鏡
を
使
っ
て
、
水
中
の

小
さ
な
生
物
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
撮
影

持
参
品　

昼
食
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

募
集
開
始　

６
月
24
日
㈯　

９
時

※
申
込
開
始
日
の
９
時
30
分
ま
で
に
定
員
を

超
過
し
た
場
合
は
抽
選

申
電
話
ま
た
は
直
接
、
科
学
セ
ン
タ
ー

科
学
実
験
ク
ラ
ブ
員
募
集

対
象　

中
学
生

日
時　

７
月
25
日
㈫
～
27
日
㈭
、
８
月
22
日

㈫
・
23
日
㈬
の
５
日
間

場
所　

科
学
セ
ン
タ
ー　

２
階
講
座
室

定
員　

24
人
（
先
着
順
）

内
容　

身
近
な
物
を
使
っ
て
、
授
業
で
は
で

き
な
い
科
学
実
験
を
集
中
講
義
で
行
う

料
金　

無
料
（
材
料
費
は
別
途
必
要
）

募
集
開
始　

６
月
１
日
㈭　

９
時

申
電
話
ま
た
は
直
接
、
科
学
セ
ン
タ
ー

㊡
月
曜
（
祝
日
の
場
合
は
そ
の
翌
日
）

横
山
二
丁
目　

☎
41
０
４
５
２

企
画
展

●
錦
帯
橋
展

期
間　

７
月
９
日
㈰
ま
で

内
容　

錦
帯
橋
の
歴
史
な
ど
に
関
す
る
資
料

を
展
示

●
紙
か
ら
見
え
る
江
戸
時
代
の
岩
国

期
間　

７
月
16
日
㈰
～
９
月
３
日
㈰

内
容　

江
戸
時
代
に
岩
国
地
域
で
生
産
さ
れ

た
特
産
品
の
岩
国
紙
に
つ
い
て
紹
介

郷
土
史
研
究
会

●
藤
岡
市
助
の
志
～
藤
岡
関
係
文
書
を
読
む

～日
時　

６
月
18
日
㈰　

10
時
～
12
時

場
所　

サ
ン
ラ
イ
フ
岩
国

講
師　

下し
も
む
ぎ麥

誠
一
郎
氏
（
郷
土
史
家
）

古
文
書
講
座
（
初
級
）

●
幕
末
の
藩
庁
決
裁
録
「
諸
証
文
帳
」
を
読

む日
時　

６
月
18
日
㈰　

13
時
30
分
～
15
時

場
所　

サ
ン
ラ
イ
フ
岩
国

講
師　

正
中
克
磨
氏
（
和
木
町
文
化
財
審
議

会
長
）

岩
国
徴
古
館

科
学
セ
ン
タ
ー

岩
国
運
動
公
園



25 2017.6.1

㊡
月
曜
、
祝
日
、
第
３
木
曜

南
岩
国
町
四
丁
目　

☎
㉛
０
０
４
６

文
庫「
そ
ら
い
ろ
の
お
う
ち
」に
よ
る

ち
い
さ
い
子
の
た
め
の
お
は
な
し
会

対
象　

未
就
園
児
と
そ
の
保
護
者

日
時　

６
月
８
日
㈭　

10
時
15
分
～
10
時
45

分料
金　

無
料

㊡
祝
日

岩
国
四
丁
目　

☎
43
０
１
７
４

思
春
期
の
子
を
持
つ
親
の
講
座

対
象　

市
内
に
在
住
ま
た
は
通
勤
し
て
い
る

人
で
、
思
春
期
の
子
供
（
主
に
小
学
生
～
中

学
生
）
の
保
護
者
、
ま
た
は
講
座
に
関
心
の

あ
る
人

日
時　

７
月
３
日
㈪　

10
時
～
11
時
30
分

場
所　

中
央
公
民
館　

第
１
講
座
室

定
員　

40
人

※
１
歳
以
上
託
児
あ
り

講
師　

嶋
岡
博
昭
氏
（
岩
国
市
青
少
年
育
成

セ
ン
タ
ー
所
長
）

料
金　

無
料

募
集
開
始　

６
月
７
日
㈬　

９
時

申
電
話
ま
た
は
直
接
、
中
央
公
民
館

㊡
火
曜

由
宇
町
潮
風
公
園
内　

☎
62
０
１
６
０

科
学
講
座

●
ク
ラ
ゲ
た
ち
の
ミ
ク
ロ
な
不
思
議
に
せ
ま

ろ
う

対
象　

小
学
３
年
生
以
上
（
小
学
３
年
生
の

み
保
護
者
同
伴
）

日
時　

６
月
25
日
㈰　

13
時
～
15
時
（
雨
天

決
行
）

場
所　

潮
風
公
園　

体
験
学
習
室

定
員　

16
人

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

内
容　

顕
微
鏡
を
使
っ
て
、
ク
ラ
ゲ
の
体
に

隠
さ
れ
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
秘
密
を
解
き
明

か
す

講
師　

濱
津
芳
弥
氏
（
な
ぎ
さ
水
族
館
飼
育

員
）

料
金　

50
円
（
テ
キ
ス
ト
代
と
し
て
）

持
参
品　

筆
記
用
具

募
集
期
間　

６
月
18
日
㈰
ま
で

申
ミ
ク
ロ
生
物
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

特
別
展
示

●
ク
リ
オ
ネ
に
会
い
に
行
こ
う

日
時　

６
月
30
日
㈮　

17
時
ま
で

場
所　

ミ
ク
ロ
生
物
館　

展
示
室

内
容　

ひ
ら
ひ
ら
と
優
雅
に
泳
ぐ
「
流
氷
の

妖
精
」
ク
リ
オ
ネ
に
癒
さ
れ
て
み
ま
せ
ん

か
？

料
金　

無
料

※
生
態
展
示
の
た
め
、
展
示
で
き
な
い
場
合

も
あ
り
ま
す

㊡
６
月
13
日
㈫

三
笠
町
一
丁
目　

☎
㉙
１
６
０
０

森
下
洋
子
講
演
会

　
●
平
和
へ
の
祈
り
を
舞
踊
に
込
め
て

　

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
岩
国 

第
37
回
文

化
講
演
会
。
講
師
は
広
島
市
出
身
で
岩
国
に

も
ゆ
か
り
の
あ
る
松
山
バ
レ
エ
団
理
事
長
・

団
長
お
よ
び
プ
リ
マ
ド
ン
ナ 

森
下
洋
子
氏

で
す
。

日
時　

６
月
25
日
㈰　

14
時
～
15
時
30
時

（
開
場
＝
13
時
30
分
）

場
所　

シ
ン
フ
ォ
ニ
ア
岩
国　

コ
ン
サ
ー
ト

ホ
ー
ル

料
金
【
全
席
自
由
席
】　

９
９
９
円

申
電
話
ま
た
は
直
接
、
シ
ン
フ
ォ
ニ
ア
岩
国

▲森下洋子氏

ミ
ク
ロ
生
物
館

中
央
公
民
館

シ
ン
フ
ォ
ニ
ア
岩
国

中
央
図
書
館



2
7
0
　

広
報

い
わ

く
に

岩国市民憲章

錦帯橋に象徴される美しいまち岩国

わたしたちは　この地を愛し　

ふるさとが育てた偉人に学び　

教養を高め

誇れる岩国を築き　引き継ぐために

この憲章を定めます

大切にしたいもの

　それは　みんなの夢　みんなの命

守りたいもの

　それは　豊かで美しい自然

伝えたいもの

　それは　歴史や伝統　文化の薫り

広げたいもの

　それは　世代や地域を超えた人の和

創りたいもの

　それは　岩国の輝かしい未来

（平成23年１月１日制定）

対
象　

市
内
に
在
住
、
通
勤
・
通
学
し
て
い
る
人

募
集
作
品　

市
内
で
撮
影
し
た
も
の
、
ま
た
は
市
民
を
撮
影
し
た
未
発
表
の
も
の

※
人
物
写
真
に
つ
き
ま
し
て
は
、
被
写
体
の
承
諾
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

写
真
サ
イ
ズ　

２
Ｌ
以
上
（
デ
ー
タ
の
場
合
は
、
１
Ｍ
以
上
３
Ｍ
以
下
）　

み
ん
な
の
写
真
館

　

「
み
ん
な
の
写
真
館
」
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
応
募
し
て
い

た
だ
い
た
写
真
の
中
か
ら
選
考
し
て
、
毎
月
一
枚
の
写
真
を
紹
介
し

て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
広
報
紙
を
皆
さ
ん
の
写
真
で
彩
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

応
募
さ
れ
た
作
品
の
著
作
権
な
ど
に
つ
き
ま
し
て
は
、
採
用
不
採
用
問
わ
ず
、

市
に
帰
属
す
る
も
の
と
し
ま
す
。
返
却
も
し
ま
せ
ん
の
で
、あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

毎
月
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
数
枚
紹
介
し
て
い
ま
す
。

【今月の一枚】

住所、氏名（フリガナ）、電話番号、作品名、撮影場所、

撮影日を記入の上、写真を添えて広報戦略課広報班まで

提出。またはメールでも受け付けます。

　 kouhou@city.iwakuni.lg.jp

８月１日号募集期限　６月26日（必着）

「瀬戸の夜明け」

弘中　武さん（門前町）

わ
く
に
に
折
り
込
み
ま
し
た
。

　

今
後
、
情
報
収
集
の
徹
底
や
情
報
伝
達

訓
練
の
実
施
な
ど
緊
急
時
に
向
け
た
準
備

を
緊
張
感
を
持
っ
て
進
め
ま
す
。
市
民
の

皆
様
も
、
万
が
一
の
場
合
に
は
、
行
政
か

ら
の
情
報
を
基
に
冷
静
か
つ
適
切
な
対
応

を
取
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

　

ま
た
、
今
回
の
事
案
に
限
ら
ず
、
防
災

メ
ー
ル
の
登
録
や
自
主
防
災
組
織
活
動
へ

の
参
加
な
ど
、
各
家
庭
や
地
域
に
お
い
て

日
頃
か
ら
の
防
災
危
機
管
理
に
対
す
る
確

か
な
備
え

を
心
掛
け

て
い
た
だ

き
た
い
と

考
え
て
お

り
ま
す
。

Vol.94

市長夢日記

  

４
月
下
旬
、
北
朝
鮮
情
勢
が
緊
迫
し
、

全
国
各
地
で
緊
張
が
高
ま
り
ま
し
た
。

　

弾
道
ミ
サ
イ
ル
が
日
本
に
飛
来
す
る
可

能
性
が
あ
る
場
合
、
市
か
ら
は
全
国
瞬
時

警
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）
を
通
じ

防
災
行
政
無
線
に
よ
り
、
ま
た
政
府
か
ら

は
緊
急
速
報
メ
ー
ル
な
ど
で
情
報
伝
達
を

し
ま
す
。

　

内
閣
官
房
の
国
民
保
護
ポ
ー
タ
ル
サ
イ

ト
に
は
、
武
力
攻
撃
や
テ
ロ
な
ど
か
ら
身

を
守
る
た
め
の
方
法
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、

市
も
詳
し
い
対
処
方
法
を
前
号
の
広
報
い

 福田 良彦

▲全国瞬時警報システム
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